
　
　

和
５
年
１
月
8
日
、
中

　
　

央
公
民
館
に
お
い
て
、

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
う
え

で
、
令
和
５
年
美
浦
村
は
た

ち
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
、
今

年
二
十
歳
を
迎
え
た
１
６
５

名
の
う
ち
、
１
２
５
名
（
男

性
５９
名
、女
性
６６
名
）が
出
席

し
ま
し
た
。
新
た
な
門
出
を

祝
福
す
る
よ
う
に
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
会
場
に
は
希
望
に

満
ち
た
爽
や
か
な
笑
顔
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
島
村
長
が

「
体
力
と
気
力
、柔
軟
で
優
れ

た
思
考
、
鋭
敏
な
感
覚
、
思

い
切
り
の
良
さ
、
冒
険
心
と

物
事
に
挑
戦
す
る
勇
気
、
い

ず
れ
も
若
さ
の
持
つ
魅
力
で

す
。
若
者
ら
し
さ
を
活
か
し
、

た
く
さ
ん
新
し
い
こ
と
、
や

り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
は
社
会
を
変
え

る
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
柔
軟
な

ア
イ
デ
ア
を
生
ま
れ
育
っ
た

郷
土
の
発
展
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
村
民
に
と
っ

て
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
ま

す
。」と
二
十
歳
の
皆
さ
ん
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
新
た

な
門
出
を
お
祝
い
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
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令和５年
美浦村はたちのつどい
令和５年
美浦村はたちのつどい祝

令

安倍　舞笑さん参加者代表謝辞参加者代表謝辞
２０年前、私はここ美浦村で生まれました。自然に囲ま
れたこの土地でさまざまな発見や経験をしてここまで成
長することができました。時に優しく、時に厳しく教え
導いてくれた両親や先生たちには本当に感謝しています。
最近は地域の人間関係が希薄になっていると聞きますが、
生まれ育った美浦村は、通学時すれ違う人たちに挨拶を
すると、笑顔で挨拶を返してくれる人ばかりです。つく
づく温かい人たちに守られて育ってきたんだなと感じ、
そんな日々が今では懐かく思い出されます。
　私は現在、中学校の音楽の教員を目指して大学に通い、
勉学に励んでおります。学校生活の中で、私達の成長を
近くで見守ってくださった先生方のように、未来の子ど

も達の成長へのサポートができるよう
な教員になりたいです。
　さて、今もまだ猛威を振るうコロナウイルスの影響で、
先の見えない不安な世の中を私達は生きています。不安
定な世の中ではありますが、私達には故郷である美浦村
で共に成長した仲間たちがいます。人生に行き詰まった
ときには美浦村に帰って来れば良いでしょう。この会場
に集まった友人達が暖かく受け入れてくれるはずです。
　人との関わりを大切にし、自分も誰かの支えになるよ
うな社会人になれるように日々精進してまいります。ど
うかこれからも温かい目でご指導ご鞭撻をいただきます
ようお願い申し上げます。※一部を抜粋して掲載しています

※一部を抜粋して掲載しています※一部を抜粋して掲載していますはたちの主張はたちの主張

　現代社会はめまぐるしい早さで流行が移り変わり、Ｚ世代と呼ばれる自分たちですら、せかされ
ながら日常を送っているように感じます。しかし、これからの時代を作り上げて行くのはここにい
る私たちです。絶えず変化する世の中から後れを取ることなく、常に社会に必要とされ貢献出来る
人間になれるよう精進していきたいです。
　学び方や生き方を選ぶことは自分自身に託されています。今まで支えてくださった多くの方々や
美浦村に感謝しつつ、二十歳の自覚を持って新しい時代を自分らしく進んでいきたいです。
　ここにいる皆さんがそれぞれの場所で自分を強く持って未来を創っていると信じ、私も頑張って
いきたいと思います。
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飯田　千尋　さん飯田　千尋　さん 未来を知る最善の方法は、未来を創ること未来を知る最善の方法は、未来を創ること

　勉強や、世の中のルール・常識、あるいは思いやりの気持ちをもって接するといったことは今ま
で私たちが教わってきた、言ってしまえば「与えられ」てきたことに当たると思います。近い将来、
学校の先生になろうと思っている人や、結婚して子供を育てるという人をはじめ、ここにいる全員
が必ず「与える」立場になると思います。大人になるということはそういうことだと私は考えます。
　この式典が成人を迎える１８歳のタイミングではなく、二十歳で迎えるこの瞬間であるというのは、
私たちがこれからは「与える」側になるという決意のタイミングではないかと思っています。二十歳
を迎えたから勝手に大人になるということではなく、「与える側になるんだ」という覚悟を持った
人が大人なのだと思います。
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「与えられる」側から「与える」側へ「与えられる」側から「与える」側へ森　義浩　さん森　義浩　さん

　私たちは「二十歳」という大きな人生の節目を迎えました。今日こうして式典を迎えられたのは、
両親や家族、お世話になった先生方、多くの友人、数えきれないくらいたくさんの方々の支えによ
るものだと心から感謝しております。義務教育を終えて約五年が過ぎ、進学や就職など様々な道を
歩まれているかと思います。しかしながら、新型コロナウイルスの影響により、外出の自粛などか
ら思ったような生活を出来ずに苦労した人が多いかもしれません。改めて家族や友人、先生方など
の大切さ、人との関わりの大切さを知ったことでしょう。これからは私も誰かを支えられるような
社会人になれるよう一歩一歩精進してまいります。かつて皆さんと共に学んできたことをこれから
の人生に活かし、それぞれの夢や目標に向かって歩み、立派な社会人になります。
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誰かを支えられる社会人に誰かを支えられる社会人に工藤　駿斗　さん工藤　駿斗　さん
くどうくどう はやとはやと

いいだいいだ ちひろちひろ
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